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改正個人情報保護法 （平成27年9月9日法律第65号）

「個人識別符号」という「個人情報」の新たなカテゴリー設置
（個人情報保護法2条1項2号）

「個人識別符号」の内容

身体的特徴（改正個人情報保護法2条2項1号）

次に掲げる身体の特徴のいずれかを電子計算機の用に供するために変換した文字、番号、記号その他の
符号のうち、特定の個人を識別するに足りるものとして「個人情報保護委員会規則で定める基準」に適合
するものが政令において個人識別符号と定められます（改正個人情報保護法施行令1条1号イ～ト）。

イ 細胞から採取された デオキシリボ核酸（別名ＤＮＡ）を構成する塩基の配列

ロ 顔の骨格及び皮膚の色並びに目、鼻、口その他の顔の部位の位置及び形状によって定まる容貌

ハ 虹彩の表面の起伏により形成される線状の模様

ニ 発声の際の声帯の振動、声門の開閉並びに声道の形状及びその変化

ホ 歩行の際の姿勢及び両腕の動作、歩幅その他の歩行の態様

ヘ 手のひら又は手の甲若しくは指の皮下の静脈の分岐及び端点によって定まるその静脈の形状

ト 指紋又は掌紋

「個人識別符号」という「個人情報」の新たなカテゴリー
審議事項１関連



ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針
平成29年2月28日一部改正より抜粋

以下略 6頁

研究計画書に記載すべき事項に関する細則 審議事項１関連
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ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針
平成29年2月28日一部改正より抜粋

審議事項２関連

審議事項２関連
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ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針
平成29年2月28日一部改正より抜粋

以下略 １３頁

試料・情報が匿名化されているものである場合は、
倫理委員会で認められれば試料を廃棄しなくてよい

審議事項３－１
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ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針
平成29年2月28日一部改正より抜粋

以下略 １４頁

インフォームドコンセント説明文書には「将来研究利用の可能性」を記載しておく

審議事項３－２
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オプトアウトの保障の機会を明示（説明書の例）

将来の研究利用のための包括同意の記載

オプトアウトの保障に関する記述

審議事項３－３
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ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針
平成29年2月28日一部改正より抜粋

既存試料を他の研究機関から受け取って、研究に使用する場合は、試料を提供する期間の
長より、試料取得時に使用したインフォームド・コンセントの内容、または、どのような
措置を講じて試料を取得したかを文書にして通知する必要がある。

以下略 22頁

審議事項３－４
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以下略 22頁

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針
平成29年2月28日一部改正より抜粋

以下略 26頁

既存試料を使って新たな研究を実施す
る場合、原則、再同意であるが、不可
能な場合はオプトアウト保障のための公
示が必要

審議事項３－５
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第３の７（14）ア～エ

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針
平成29年2月28日一部改正より抜粋

審議事項３－６
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既収集試料を用いたオプトアウト方式による研究の実施
研究目的・実施内容の情報をHPで公開し、さらに拒否の機会を保障

北里大学北里研究所病院HPより転載 https://www.kitasato-u.ac.jp/hokken-hp/chiken/REC/kenkyu_sub6.htm

審議事項３－７
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https://www.kitasato-u.ac.jp/hokken-hp/chiken/REC/kenkyu_sub6.htm

